
4 基本方針と計画目標 

10 

 基本方針と計画目標 

4-1 基本方針 

自転車や公共交通の利用環境を向上させることにより、自動車への依存は低減され、走行量が減

少することで、街路の安全性が確保され、渋滞による騒音が少なくなり、まちには澄んだ空気が生

まれます。 

また、過度な自動車への依存から脱却し、自転車や公共交通の活用を推進することは、将来に渡

る移動手段への不安を減らすだけでなく、市民の健康的な暮らしを実現することに寄与するなど、

様々な面で生活の質の向上に資するものです。 

さらには、国を挙げてのサイクルツーリズム推進の動きが盛んな今日、県モデルルートやナショ

ナルサイクルルートの指定を目指す太平洋岸自転車道が通過する本市は、サイクルスポーツを目的

とした集客のポテンシャルを秘めています。 

本市では現在、中心市街地においては人や機能等を集積し、ウォーカブルなまちを目指すことと

併せて、それぞれの拠点同士を結ぶ公共交通サービスが提供されるコンパクトなまちづくりを推進

しています。自転車や公共交通は、単なる交通手段ではなく、市民の生活の質を高め、住みやすく

訪れたくなるまちを実現するための重要な要素です。 

加えて、今般の新型コロナウィルス感染症拡大において、いわゆる「三つの密」（密閉・密集・密

接）を回避することが重要とされ、ゆとりある都市空間の形成や、過剰な「密」の解消、「新しい生

活様式」が求められているなか、自転車の活用がさらに必要となっています。 

以上のことから、本計画では、 

を基本方針とします。 

自転車を取り巻く現状を把握し、課題を解決するため、関係機関などとの横断的な連携や取り組

みを効率的・効果的に進め、自転車の活用を総合的に展開することで、自転車に対する安全性や利

便性等、利用環境を向上させるとともに、市民が自転車をライフスタイルに組み込み、互いに理解

し合える土壌をつくりあげることで、市民の生活の質と都市の価値を高め、選ばれるまちを目指し

ます。   

なお、本計画では自転車を公共交通と共存する移動手段として適切な連携を図ることとします。 

  

「住みたいまち、行きたいまち。」 

～自転車利用環境の向上により、選ばれるまちへ～ 
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4-2 計画の目標 

現状・課題の整理結果と計画の基本方針を踏まえ、本計画の４つの目標を以下のとおり設定

し、それぞれの目標を達成することより、自転車文化の醸成を目指します。 

目標１ 自転車利用環境の充実による安全性の確保 

様々な場面で安全・快適に正しく自転車を利用できる自転車通行空間の整備を推進します。 

また、歩行者・自転車利用者・自動車運転者が安全で快適に共存できるように、自転車利用者・

自動車運転者がルール・マナーを守るよう、交通安全に関する教育等を実施し、また、お互いへの

配慮ができるよう、自転車ルール・マナーの周知を徹底することで、安全性を確保します。 

 

目標２ 移動の利便性向上による過度な自動車への依存の低減 

鉄道や路線バスなどの公共交通と連携した取り組みや、駐輪環境の充実などによる良好な都市環

境の形成を行い、まちなか及び周辺地域資源を徒歩や自転車、公共交通で訪れてもらう取り組みな

ど、ヒト中心のまちづくりと連携することによって、移動の利便性向上を図り、過度な自動車への

依存を低減させます。 

 

目標３ 自転車の活用による健康の増進 

日常生活の中で積極的に自転車を活用する機会の促進や、自転車で移動することによるメリ

ットの周知および広報を行うことによって、自転車の魅力や健康効果を知るきっかけをつくり、

自転車を活用することによる健康の増進を図ります。 

 

目標４ サイクルツーリズムの推進による交流人口の拡大 

自転車をきっかけとして本市を訪れる方や自転車での観光に興味を持っている方に向けて、

誰でも気軽にサイクリングを楽しめる仕掛けや受入環境づくり、コンテンツの発信を強化する

ことで、サイクルツーリズムを推進し、交流人口を拡大します。 

 

 

 

 

 

自転車文化とは・・・ 

日常の移動の中で、自転車が交通手段のひとつとして利用され、まちに溶け込み、 

安全に安心して楽しく利用できること。 

加えて、自転車の活用について、多面的に理解されていること。 

  

自転車文化の醸成へ 

自転車を活用した 
ライフスタイルの浸透 
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自転車文化が醸成された将来イメージ（試案） 

＜平日の例＞ 

 

＜休日の例＞ 

 

 

  


